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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は空間計量経済モデルをベイズ流の立場から検討し、日本の経済データに応用したものである。論文は５章
から構成されており、１章では空間計量経済モデルの特徴、先行研究を概観している。２章では、地域が接しておら
ず、隣接ウェイト行列が作成できない場合に使われる、距離を用いたウェイト行列を一般化した distance functional 
weight matrix を日本の都市圏の生産関数に応用し、都市圏生産関数の空間パターンの特定化を行っている。分析の
結果、生産パターンは空間誤差モデルに従うことが示されている。３章では不均一分散性のあるパネルデータを用い















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 各章ごとに空間計量モデルが提示され、Morkov chain Monte Carlo 法による推定方法が提案されるとともに、実
際のデータヘの適用がされている。モデルとしては単純な計量モデルによる分析で終わっているものの、各章ごとに
実証分析における新たな発見などの貢献があり、博士（経済学）に充分値すると判断する。 
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